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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
最
終
回
の
戦
い
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
ス
ラ
ッ
シ
ュ
と
サ
ン
ダ
ー
ブ
レ
ス
タ
ー
を
追
加
し
て
み
ま
し
た
。

　
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。

　
ｐ
ｉ
ｘ
ｉ
ｖ
に
も
投
稿
し
て
い
ま
す
。
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第
1
話

　「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
さ
ん
!
」

　
ガ
イ
は
オ
ー
ブ
リ
ン
グ
で
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
カ
ー
ド
を
リ
ー
ド
す
る
。

『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』

「
ヘ
ア
っ
!!
」

　
す
る
と
、
カ
ー
ド
は
光
と
な
り
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
現
れ
る
。

「
テ
ィ
ガ
さ
ん
!
」

　
続
い
て
、
今
度
は
テ
ィ
ガ
の
カ
ー
ド
を
リ
ー
ド
す
る
。

『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
』

「
チ
ャ
ア
っ
!!
」

　
今
度
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
が
カ
ー
ド
か
ら
現
れ
た
。

「
光
の
力
、
お
借
り
し
ま
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
す
っ
!!
」

　
そ
の
叫
び
と
共
に
、
ガ
イ
は
光
に
包
ま
れ
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
オ
ー
ブ
と
な
る
。

『
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
!
』

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
テ
ィ
ガ
、
オ
ー
ブ
は
一
つ
と
な
り
、
眩
い
光
を
生
む
。
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『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
オ
ー
ブ
!
ス
ペ
シ
ウ
ム
ゼ
ペ
リ
オ
ン
!
』

　
そ
の
光
か
ら
現
れ
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
オ
ー
ブ
・
ス
ペ
シ
ウ
ム
ゼ
ペ
リ
オ
ン
は
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
向

か
っ
て
飛
ん
だ
。

　
オ
ー
ブ
に
気
付
い
た
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
咆
哮
を
あ
げ
、
オ
ー
ブ
に
向
か
っ
て
マ
ガ
穿
孔
を
放
っ

た
。

　
オ
ー
ブ
は
ス
ペ
リ
オ
ン
シ
ー
ル
ド
を
張
っ
て
反
射
し
、
逆
に
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
跳
ね
返
す
。

「
俺
の
名
は
オ
ー
ブ
!
闇
を
照
ら
し
て
、
悪
を
撃
つ
!!
」

　
オ
ー
ブ
は
地
面
を
滑
り
な
が
ら
着
地
し
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
ス
ペ
リ
オ
ン
光
輪
を
放
っ
た

　
し
か
し
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
ス
ペ
リ
オ
ン
光
輪
を
口
で
受
け
止
め
、
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
と
食
べ
て
し

ま
う

「
っ
!
う
お
お
お
っ
!!
」

　
オ
ー
ブ
は
少
し
怯
み
な
が
ら
も
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。

　
そ
の
途
中
、
バ
ー
ン
マ
イ
ト
へ
と
チ
ェ
ン
ジ
し
、
ス
ト
ビ
ュ
ー
ム
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
炎
を
纏
っ
て
空

高
く
飛
び
上
が
っ
た
。

　
空
中
で
何
度
も
捻
り
、
回
転
を
加
え
、
炎
を
纏
っ
た
ス
ワ
ロ
ー
キ
ッ
ク
を
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
放
っ

た
。

　
そ
れ
を
受
け
た
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
ス
ト
ビ
ュ
ー
ム
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
炎
に
包
ま
れ
る
。
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オ
ー
ブ
は
地
面
に
着
地
し
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
見
る
。

　
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
体
を
数
回
振
っ
た
だ
け
で
炎
を
か
き
消
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
咆
哮
を
あ
げ
、
無
数
の
触
手
を
オ
ー
ブ
に
向
か
っ
て
振
る
う
。

「
っ
!!
」

　
オ
ー
ブ
は
一
瞬
で
ハ
リ
ケ
ー
ン
ス
ラ
ッ
シ
ュ
へ
と
チ
ェ
ン
ジ
し
、
そ
れ
を
テ
レ
ポ
ー
ト
で
躱
し
た
。

「
オ
ー
ブ
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ラ
ン
ス
っ
!!
」

　
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
後
ろ
に
回
り
込
み
、
オ
ー
ブ
ス
ラ
ッ
ガ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
合
体
さ
せ
、
オ
ー
ブ
ス

ラ
ッ
ガ
ー
ラ
ン
ス
を
生
成
す
る
。

　
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
触
手
は
そ
れ
自
体
が
意
思
を
持
つ
か
の
よ
う
に
オ
ー
ブ
を
追
い
掛
け
、
襲
い
掛

か
っ
た
。

「
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
ス
ラ
ッ
シ
ュ
!!
」

　
オ
ー
ブ
は
オ
ー
ブ
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ラ
ン
ス
の
レ
バ
ー
を
三
回
引
き
、
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
ス
ラ
ッ
シ
ュ
を
発

動
す
る
。

　
連
続
で
触
手
を
切
り
裂
き
な
が
ら
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
接
近
し
て
い
き
、
最
後
の
斬
撃
で
マ
ガ
タ

ノ
オ
ロ
チ
を
切
り
裂
い
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
怯
ま
ず
、
咆
哮
を
あ
げ
た
。

　
オ
ー
ブ
は
今
度
は
サ
ン
ダ
ー
ブ
レ
ス
タ
ー
に
チ
ェ
ン
ジ
し
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
掴
み
掛
か
る
。
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右
腕
に
ゼ
ッ
ト
シ
ウ
ム
光
輪
を
を
生
み
出
し
、
上
か
ら
叩
き
付
け
、
横
か
ら
叩
き
付
け
、
最
後
は
下

か
ら
上
に
振
り
上
げ
た
。

　
そ
の
時
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
目
が
怪
し
く
光
っ
た

「
っ
!
ジ
ュ
ア
〞
!!
」

　
そ
れ
に
気
付
い
た
オ
ー
ブ
は
後
ろ
に
跳
ん
だ
。

　
次
の
瞬
間
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
目
か
ら
マ
ガ
タ
ノ
迅
雷
が
放
た
れ
る
。

　
オ
ー
ブ
は
ゼ
ッ
ト
シ
ウ
ム
光
輪
を
盾
に
し
て
そ
れ
を
防
ぎ
、
防
ぎ
終
わ
っ
た
ら
そ
れ
を
マ
ガ
タ
ノ
オ

ロ
チ
に
向
か
っ
て
投
げ
た
。

　
し
か
し
そ
れ
は
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
が
放
っ
た
マ
ガ
火
球
で
爆
散
、
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

「
ゼ
ッ
ト
シ
ウ
ム
光
線
っ
!!
」

　
だ
が
、
オ
ー
ブ
も
既
に
次
の
手
を
繰
り
出
し
て
い
た
。

　
爆
煙
を
切
り
裂
き
、
ゼ
ッ
ト
シ
ウ
ム
光
線
が
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
頭
部
に
直
撃
し
た
。

　
激
し
い
火
花
が
散
り
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
咆
哮
を
あ
げ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
余
力
を
残
し
て
い
る
様

だ
。

　
ガ
イ
は
自
分
の
本
来
の
姿
に
な
る
為
に
、
自
分
の
描
か
れ
た
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
手
に
す
る
。

『
覚
醒
せ
よ
!
オ
ー
ブ
オ
リ
ジ
ン
!
』

　
そ
の
カ
ー
ド
を
オ
ー
ブ
リ
ン
グ
で
リ
ー
ド
す
る
と
、
聖
剣
『
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
』
が
出
現
す
る
。
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「
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
!
」

　
ガ
イ
は
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
を
手
に
し
、
カ
リ
バ
ー
ホ
イ
ー
ル
を
回
し
て
紋
章
を
輝
か
せ
る
。

　
そ
し
て
、
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
の
柄
の
部
分
に
あ
る
ト
リ
ガ
ー
を
引
い
た
。

　
火
、
水
、
土
、
風
、
そ
し
て
、
オ
ー
ブ
の
紋
章
が
輝
き
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
鳴
り
響
く
。

「
ヘ
ア
ッ
!!
」

　
全
て
の
紋
章
の
光
が
一
つ
と
な
り
、
光
の
中
か
ら
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
オ
ー
ブ
、
オ
ー
ブ
オ
リ
ジ
ン
が
出

現
す
る
。

　
オ
ー
ブ
は
巨
大
化
し
た
オ
ー
ブ
リ
カ
リ
バ
ー
を
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
振
り
下
ろ
す
。

　
し
か
し
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
強
固
な
皮
膚
は
、
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
で
さ
え
弾
い
て
し
ま
う
。

　
オ
ー
ブ
は
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
頭
を
押
さ
え
、
カ
リ
バ
ー
ホ
イ
ー
ル
を
回
転
さ
せ
、
切
り
付
け
る
。

　
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
そ
れ
を
鬱
陶
し
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
跳
ね
除
け
、
口
を
大
き
く
開
け
て
オ
ー

ブ
に
襲
い
掛
か
っ
た
。

　
オ
ー
ブ
は
そ
れ
を
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
で
受
け
止
め
よ
う
と
し
た
が
、
怯
ん
で
し
ま
い
、
左
腕
に
噛
み

付
か
れ
て
し
ま
う
。

　
噛
み
付
か
れ
た
左
腕
か
ら
ど
ん
ど
ん
オ
ー
ブ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
吸
わ
れ
て
い
く
。

　
オ
ー
ブ
は
何
と
か
脱
出
し
よ
う
と
、
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
の
柄
で
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
頭
を
殴
り
、
カ

リ
バ
ー
ホ
イ
ー
ル
を
も
う
一
度
回
転
さ
せ
、
自
分
と
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
間
に
潜
り
込
ま
せ
て
下
顎
を
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切
り
付
け
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
無
理
矢
理
引
き
?
が
し
た
。

　
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
膝
を
つ
い
て
し
ま
う
オ
ー
ブ
、
カ
ラ
ー
タ
イ
マ
ー
が
点
滅
を
始
め
る
。

　
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
咆
哮
を
あ
げ
、
再
び
オ
ー
ブ
に
襲
い
掛
か
ろ
う
と
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
眩
い
光
を
放
つ
斬
撃
が
切
り
裂
い
た
。

　
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
倒
れ
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
後
ろ
に
あ
っ
た
ビ
ル
ま
で
も
が
切
り
口
に
沿
っ

て
、
斜
め
に
滑
り
落
ち
て
い
く
。

　
ビ
ル
が
落
ち
た
事
で
、
斬
撃
を
繰
り
出
し
た
者
の
正
体
が
露
わ
に
な
る
。

　
斬
撃
を
繰
り
出
し
た
の
は
魔
人
態
と
な
り
、
更
に
巨
大
化
し
た
ジ
ャ
グ
ラ
ス
ジ
ャ
グ
ラ
ー
だ
っ
た
。

　
思
わ
ぬ
助
っ
人
に
呆
然
と
す
る
オ
ー
ブ
に
、
ジ
ャ
グ
ラ
ー
は
手
を
差
し
伸
べ
る
。

　
オ
ー
ブ
は
そ
の
手
を
し
っ
か
り
と
握
り
、
立
ち
上
が
っ
た
。

　
そ
し
て
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
オ
ー
ブ
と
ジ
ャ
グ
ラ
ス
ジ
ャ
グ
ラ
ー
は
並
び
立
つ
。

　
か
つ
て
、
惑
星
カ
ノ
ン
で
別
れ
て
し
ま
っ
た
両
者
の
道
が
、
再
び
交
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
マ
ガ
タ
ノ
迅
雷
や
マ
ガ
火
球
を
放
ち
な
が
ら
、
オ
ー
ブ
と
ジ
ャ
グ
ラ
ー
に
襲
い

掛
か
る
。

　
オ
ー
ブ
は
ジ
ャ
グ
ラ
ー
の
前
に
出
て
、
シ
ー
ル
ド
を
張
り
、
マ
ガ
タ
ノ
迅
雷
を
防
ぐ
。

「
シ
ェ
ア
ッ
!!
」

　
続
い
て
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
マ
ガ
穿
孔
を
放
つ
が
、
オ
ー
ブ
は
か
が
み
、
ジ
ャ
グ
ラ
ー
は
跳
び
上
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が
っ
て
そ
れ
を
躱
し
た
。

「
デ
ヤ
ァ
ッ
!!
」

　
、
ジ
ャ
グ
ラ
ー
は
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
す
ぐ
傍
に
落
下
し
て
行
き
、
着
地
と
同
時
に
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ

チ
を
蛇
心
剣
で
切
り
裂
い
た
。

　
斬
り
付
け
ら
れ
た
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
怒
り
の
咆
哮
を
あ
げ
、
マ
ガ
タ
ノ
迅
雷
を
ジ
ャ
グ
ラ
ー
に
向

か
っ
て
放
つ
。

「
ふ
ん
っ
!!
」

　
し
か
し
、
マ
ガ
タ
ノ
迅
雷
は
オ
ー
ブ
が
割
り
込
ま
せ
た
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
に
よ
っ
て
防
が
れ
た
。

　
オ
ー
ブ
は
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
の
刀
身
を
輝
か
せ
、
マ
ガ
タ
ノ
迅
雷
を
巻
き
取
っ
て
い
く
。

「
エ
イ
イ
ィ
ィ
ィ
ド
オ
シ
ョ
ー
ー
ー
ッ
!!!!
」

　
オ
ー
ブ
は
巻
き
取
っ
た
マ
ガ
タ
ノ
迅
雷
に
自
分
の
力
も
加
え
て
、
力
の
限
り
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に

叩
き
付
け
た
。

　
大
爆
発
が
起
こ
り
、
砂
塵
が
舞
う
。

　
オ
ー
ブ
と
ジ
ャ
グ
ラ
ー
は
砂
塵
を
注
視
す
る
。

　
し
か
し
、
砂
塵
の
中
か
ら
飛
び
出
し
て
来
た
の
は
無
傷
な
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
だ
っ
た
。

　
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
突
進
を
受
け
、
オ
ー
ブ
と
ジ
ャ
グ
ラ
ー
は
後
方
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
。

　
痛
む
箇
所
を
押
さ
え
、
何
と
か
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
二
人
の
上
空
を
、
無
数
の
ゼ
ッ
ト
ビ
ー
ト
ル
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が
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
行
く
。

　
三
機
編
成
で
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
一
点
に
一
斉
攻
撃
を
開
始
す
る
。

　
ゼ
ッ
ト
ビ
ー
ト
ル
に
よ
る
一
斉
攻
撃
を
受
け
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
顎
の
下
の
一
点
に
傷
が
つ
い

た
。

「
オ
ー
ブ
ー
!
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
弱
点
は
そ
こ
だ
ー
ー
!!
」

「
そ
こ
が
不
完
全
な
ん
で
す
ー
!!
」

　
ジ
ェ
ッ
タ
と
シ
ン
の
叫
び
を
聞
い
た
オ
ー
ブ
と
ジ
ャ
グ
ラ
ー
は
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
向
か
っ
て
走

り
出
す
。

　
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
が
放
つ
マ
ガ
タ
ノ
迅
雷
を
宙
返
り
で
躱
し
、
再
び
接
近
し
て
行
き
、
両
者
の
拳
が

マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
不
完
全
な
部
分
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

　
金
色
の
血
が
噴
き
出
し
、
初
め
て
明
確
な
ダ
メ
ー
ジ
が
入
っ
た
事
に
よ
り
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
絶

叫
す
る
。

「
よ
し
、
あ
り
っ
た
け
の
光
線
を
奴
に
ぶ
ち
込
ん
で
や
れ
」

　
ジ
ャ
グ
ラ
ー
の
提
案
を
理
解
し
た
の
か
、
さ
せ
て
た
ま
る
か
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ

チ
は
触
手
を
伸
ば
し
、
オ
ー
ブ
と
ジ
ャ
グ
ラ
ー
を
攻
撃
す
る
。

　
そ
し
て
、
ジ
ャ
グ
ラ
ー
を
捕
ま
え
て
、
手
繰
り
寄
せ
、
左
腕
に
噛
み
付
い
た
。

　
オ
ー
ブ
は
ジ
ャ
グ
ラ
ー
を
救
う
為
、
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
を
拾
い
、
構
え
る
。
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「
俺
と
一
緒
に
撃
て
!
」

「
っ
!?
」

　
し
か
し
、
ジ
ャ
グ
ラ
ー
か
ら
放
た
れ
た
言
葉
は
自
分
ご
と
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
ト
ド
メ
を
刺
せ
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。

　
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
の
口
は
今
、
ジ
ャ
グ
ラ
ー
が
抑
え
込
ん
で
い
る
。

　
光
線
を
撃
っ
て
も
飲
み
込
ま
れ
る
事
は
な
い
。

　
今
が
絶
好
で
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
。

　
だ
が
、
オ
ー
ブ
は
光
線
を
撃
つ
こ
と
を
躊
躇
う
。

　
聞
こ
え
て
く
る
友
の
苦
し
気
な
声
、
オ
ー
ブ
は
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
を
見
詰
め
る
。

「
撃
て
ぇ
ぇ
ぇ
ー
ー
ー
ッ
!!
　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
オ
ー
ブ
!!!!
」

　
ジ
ャ
グ
ラ
ー
の
叫
び
を
聞
き
、
そ
し
て
─
─
。

『
信
じ
て
る
な
ら
本
気
で
打
ち
込
め
る
は
ず
だ
』

　
初
め
て
会
っ
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
先
輩
に
言
わ
れ
た
言
葉
を
思
い
出
し
、
オ
ー
ブ
は
オ
ー
ブ
カ
リ

バ
ー
を
構
え
た
。

「
諸
先
輩
方
!
光
の
力
、
お
借
り
し
ま
す
!!
」

　
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
投
げ
、
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
で
光
の
渦
を
生
み
出
し
、
カ
ー
ド
の
力
を
解
き

放
つ
。
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カ
ー
ド
か
ら
光
が
溢
れ
出
し
、
現
れ
た
の
は
八
人
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
。

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、
テ
ィ
ガ
、
メ
ビ
ウ
ス
、
タ
ロ
ウ
、
ジ
ャ
ッ
ク
、
ゼ
ロ
、
ベ
リ
ア
ル
、
ゾ
フ
ィ
ー
だ
っ

た
。

　
今
、
九
人
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
並
び
立
っ
た
。

　
オ
ー
ブ
は
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
を
掲
げ
、
空
に
巨
大
な
光
の
円
を
描
く
。

「
オ
ー
ブ
ス
プ
リ
ウ
ム
─
─
」

　
そ
の
光
の
円
は
、
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
に
宿
り
、
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
を
輝
か
せ
る
。

「
カ
リ
バ
ァ
ア
ア
ア
ー
ー
ー
ッ
!!!!
」

　
オ
ー
ブ
は
輝
く
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
を
前
に
振
る
っ
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
ス
ペ
シ
ウ
ム
光
線
を
、
テ
ィ
ガ
が
ゼ
ペ
リ
オ
ン
光
線
を
、
メ
ビ

ウ
ス
が
メ
ビ
ュ
ー
ム
シ
ュ
ー
ト
を
、
タ
ロ
ウ
が
ス
ト
リ
ウ
ム
光
線
を
、
ジ
ャ
ッ
ク
が
ス
ペ
シ
ウ
ム
光
線

を
、
ゼ
ロ
が
ワ
イ
ド
ゼ
ロ
シ
ョ
ッ
ト
を
、
ベ
リ
ア
ル
が
デ
ス
シ
ウ
ム
光
線
を
、
ゾ
フ
ィ
ー
が
Ｍ
８
７
光

線
を
放
つ
。

　
オ
ー
ブ
カ
リ
バ
ー
は
光
の
レ
ン
ズ
と
な
り
、
オ
ー
ブ
の
前
に
展
開
す
る
。

「
シ
ュ
ワ
ッ
!!
」

　
そ
し
て
、
オ
ー
ブ
は
オ
リ
ジ
ウ
ム
光
線
を
放
っ
た
。

　
全
て
の
光
線
が
一
つ
と
な
り
、
ジ
ャ
グ
ラ
ー
と
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
向
か
っ
て
行
く
。
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「
じ
ゃ
あ
な
」

　
ジ
ャ
グ
ラ
ー
が
そ
う
言
っ
た
瞬
間
、
光
線
は
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
着
弾
し
た
。

　
爆
発
が
起
き
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
断
末
魔
を
上
げ
、
体
か
ら
九
本
の
蛇
の
様
な
光
が
飛
び
出
す
が
、

そ
れ
も
後
か
ら
巻
き
起
こ
っ
た
更
に
巨
大
な
大
爆
発
に
よ
り
、
消
滅
し
た
。

　
光
の
ド
ー
ム
型
の
大
爆
発
が
起
き
、
そ
れ
が
収
ま
っ
た
後
に
は
、
マ
ガ
タ
ノ
オ
ロ
チ
も
ジ
ャ
グ
ラ
ー

の
姿
も
無
か
っ
た
。

　
あ
っ
た
の
は
、
ジ
ャ
グ
ラ
ー
の
愛
刀
で
あ
る
蛇
心
剣
だ
け
だ
っ
た
。

「
・
・
・
シ
ュ
ワ
ッ
チ
ッ
!
」

　
オ
ー
ブ
は
蛇
心
剣
に
背
を
向
け
、
夕
日
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
行
っ
た
。
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